
【主催】東北被災地語り部フォーラム実行委員会

サンマリン気仙沼ホテル観洋

（フォーラムの詳細を随時UPいたしますのでご覧ください。）■サンマリン気仙沼ホテル観洋ホームページ　URL▶https://www.kkanyo.jp/

あの日からの10年を未来に繋ぎ、
伝えていくために。

宮城県気仙沼市港町 4-19 TEL.0226-24-1200

プログラムの詳細 および
参加お申込み方法は裏面をご覧ください

▶3/1（月）エクスカーションプログラム

▶2/28（日）震災を風化させないための語り部バス（気仙沼市内）

【気仙沼駅➡会場】10:40発・11：50発

▶パネルディスカッション「次の10年の語り部」
・オープニングプレゼン「未来への志」／熊谷 樹 氏（気仙沼向洋高等学校3年）
・コーディネーター／後藤 一磨 氏 （南三陸復興みなさん会代表） 
・パ ネリスト／佐藤 敏郎 氏 （NPOカタリバアドバイザー・大川伝承の会共同代表）
 青木 淑子 氏 （富岡町3.11を語る会代表）
 横山 純子 氏 （丸文松島汽船㈱ 松島復興語り部クルーズ語り部）
 齊藤 賢治 氏 （大船渡津波伝承館 館長）

▶分科会

❶「次の10年を繋ぐ次世代の語り部」
【コーディネーター】雁部 那由多 氏（東北学院大学 教養学部2年生・防災士）
【パネリスト】 菅原 定志 氏（気仙沼市立鹿折中学校校長）
 佐藤 克美 氏（気仙沼東日本大震災遺構・伝承館館長）
 久保 力也 氏（㈱8kurasu ／兵庫県立舞子高等学校環境防災科卒）
 熊谷 樹 氏（気仙沼向洋高等学校3年生・KSC（向洋語り部クラブ）全体リーダー）

❷「震災遺構・人の記憶を繋いでいくために」
【コーディネーター】原田 吉信 氏（3.11伝承ロード推進機構事務局長）
【パネリスト】 山内 宏泰 氏（気仙沼リアス・アーク美術館副館長）
 宮本 肇 氏（前北淡震災記念公園総支配人）
 山﨑 麻里子 氏（中越防災安全推進機構アドバイザー）
 佐藤 ひま里 氏（バレッドキッズ志津川教室・中学2年生）

❸「『KATARIBE』（語り部）を世界へ」
【コーディネーター】白井 純 氏（東芝国際交流財団）
【パネリスト】 山内 松吾 氏（南三陸Jr.Academy主宰／元志津川高等学校校長）
 岡崎 克彦 氏（仙台国際空港㈱　取締役営業推進部長）
 ゲルスタ ユリア 氏（東北大学災害科学国際研究所助教）

【ステージトーク】「あの日を未来へ遺す」～決断と判断と検証の記録～
【インタビュアー】小林 裕 氏
  （（一社）東北みらい推進機構 副理事長／元ＮＨＫ報道局映像センター長）
【ゲスト】 麻生川 敦 氏（多賀城市教育長／元戸倉小学校校長）
 佐藤 健一 氏（アジア航測㈱／元気仙沼市危機管理監）
 佐藤 由成 氏（元高野会館営業部長）

▶基調講話

協力： （一社）気仙沼観光コンベンション協会／サンマリン気仙沼ホテル観洋協力会／気仙沼プラザホテル協力会／
 南三陸ホテル観洋協力会／震災伝承施設「命のらせん階段」を伝える会／陸前高田市語り部くぎこ屋

2/28（日）無料シャトルバス【特別便】運行

第3回

日

及び気仙沼市内・南三陸町内・陸前高田市内

東日本大震災発災から10年を迎えようとしている今、 
それぞれの語り部が伝え続けてきた“思い”、 “教訓”は災害伝承だけでなく、
被災地から未災地への情報発信、 学び合う地域間交流を生む原動力になり、
その役割と責任は人々の記憶の風化が進む中、年月の経過と共にさらに大きくなっております。 
次の未来へ進むために、 住民・民間企業・関係団体・各研究機関・行政等が一体となって、
“語り部は特別な存在ではなく、 誰もが語り部”になり、
日本中、世界中へ向けて発信していく力を結集します。 

川島 秀一 氏（東北大学災害科学国際研究所シニア研究員）
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参加無料
定員100名

【南三陸ホテル観洋➡海の市（昼食タイム）➡会場】10：45発

【新型コロナウイルス感染予防対策について】
※ソーシャルディスタンスを保つため、通常450名定員の会場に対
し約1/4（100名まで）の参加人数に制限させていただきます。ま
た、会場内は定期的に換気いたします。
※参加者には当日の検温、マスク着用、こまめな手洗いまたは手指
消毒をお願いいたします。

※以下の方はご参加をお控えいただきますので予めご了承くださ
い。　１）ご来場・受付時に非接触型検温機にて検温を実施し、
37.5℃以上の発熱や風邪症状等の不調がある場合　2）発
熱、咳、呼吸困難、倦怠感、嗅覚味覚異常など体調のすぐれな
い、風邪の症状等がある場合　3）同居家族や身近な知人に感
染が疑われる方がいる場合や、感染症陽性とされた方との濃厚
接触がある場合　4）過去14日以内に渡航歴のある場合、当該
在住者との濃厚接触がある場合
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「届け、次の10年から100年、1000年先への未来へ、私たちの思い。」 
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